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心を動かすビジネスストーリーDay4
相手が聞きたいことと、あなたが伝えたいことには少しギャップがある。社会の期待に応えるビジネスの必然性とあ

なたの想いを伝えるストーリーを描き、ピッチに落とし込む。
目的

顧客創造とプロトタイピングDay2
スタートアップでは「プロダクトを作る前に顧客を見つける」ことが不可欠。その顧客を見つけるためにプロトタイピン

グを実施し、顧客の真のニーズ（課題解決）を見つける。
目的

外部環境が大きく変わる中、たくさんのビジネスチャンスが生まれる。変化に気づき、捉え、自らのアイデアやビジネ

スと繋げてアクションに変えていくための、マインドとスキルを身につける。
目的

ビジネスモデルとビジネスプランDay3
ビジネスモデルの選択を間違えると、いつまでも事業が成長せず自転車操業になる。ビジネスモデルを検証し、投資

回収で事業が成長するビジネスプランを描く。
目的

社会変革とビジネスチャンスDay1 開催日

開催日

開催日

開催日

スタートアップの考え方、そもそも事業の規模を考えるという点で新しい視

点を持つことができた。これまで全然情報として入っていなかった海外の

事業の話が聞け、グローバルな視点を持つことができた。スタートアップと

スモールビジネスについての意識、考え方の変化を自分の中で感じることが

できた。

感想

・

成果

スタートアップの準備段階を具体的に説明していただきわかりやすかった。不

完全なモデルでも早期にテストマーケティングを行なっていく、とにかくヒアリ

ングやインタビューで作り上げていくということを学び、行動してみようと思っ

た。プロトタイピングをしてフィードバックを得て、失敗の少ないビジネスプラ

ンにしていくのが必要だと思った。

感想

・

成果

ビジネスモデルと収益性の評価について具体的な内容が学べた。市場規模の

小ささに不安を抱いていたが、市場全体から見て良いとアドバイスが頂けて

安心した。事業内容や売上のことについても今まで何となくでやってきたが、

きちんと理論的に数字を出して追っていくことが重要。自分自身の事業に当

てはめて考えてみたいと思った。

感想

・

成果

ピッチを行うとき、自分がわくわくしていることが大事というのがとても印象に

残った。エビデンスを自然に織り込むというのが難しい、でも必要だなと感じ

た。短いセンテンスで簡素に伝えることが、意外に難しかった。ピッチの注意

点がとても勉強になった。ピッチのあとにいただいた皆さんからのコメントも

心温まった。

感想

・

成果

2020/7/15水 10:00～12:00

2020/7/22水 10:00～12:00

2020/7/29水 10:00～12:00

2020/8/5水 10:00～12:00

概 要  - N A G OYA  W O M E N  S TA R T U P  L A B .（ 女 性 スタートアップ 研 究 会）-

NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.では、新しい価値を創造し、将来の名古屋を牽引する「なごやみらい企業」を目

指し、新しい商品・サービスを生み出したいという熱意のある中小企業、スタートアップ期の女性を対象にイノベーショ

ン活動を支援しています。これまでのコミュニティ／スモールビジネスから、より広いマーケットや社会的なインパクトに

向けて、スタートアップ化するための知識やマインドを身につけ、実践と検証を行っていきます。また、東京、世界で活躍

する起業家たちを呼び、ビジネスの視点やスタートアップとして事業成長していくためのヒントを具体例を交えながら解

説するオープンセミナーや交流会などを開催し、高い視座、広い視野を持って日本や世界を見据えるビジネスにチャレ

ンジする起業家を支援していきます。

スタートアップ起業家の

実践と検証の機会を創出

スタートアップ・セミナー  （ 第1期）
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スタートアップ

セミナー

起業家コミュニティ／サポートメンバーズ／相談会

選抜

展示会出展等での検証

個別伴走支援
報告会

成果

レポート

スタートアップ・セミナーで基本的な知識や考え方を学び、

コミュニティや相談会を通じてプランを深めます。



第1期は各スタートアップ・セミナー終了後に、第2期はスタートアップ・セミナー開催週の土曜日にグループ相談会を設け、参加者がナビゲーターに自分の事

業について相談できる機会をつくりました。具体的な事例での相談ができる貴重な機会となりました。また、ブランド名や商品パッケージのアイディアについ

て、受講者同士から意見を聞くなど、おなじ起業家仲間だからできる率直な意見交換の場にもなりました。

NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.参加者がメンバーとなるFacebookコミュニティでは、事務局からのア

ナウンスだけでなく、スタートアップ・セミナーの進捗に合わせたナビゲーターからのフィードバックや、質疑

応答などオンラインで行いました。また、メンバーからのイベント告知やアンケートの協力等のお知らせな

ど、メンバー同士の交流の場にもなりました。

コミュニティ（Facebookグループ）

相談会（グループ相談会）

7月15日(水)13:00-14:00

7月22日(水)12:00-13:00

7月29日(水)13:00-14:00

8月 5 日(水)13:00-14:00

心を動かすビジネスストーリーDay4
相手が聞きたいことと、あなたが伝えたいことには少しギャップがある。社会の期待に応えるビジネスの必然性とあ

なたの想いを伝えるストーリーを描き、ピッチに落とし込む。
目的

顧客創造とプロトタイピングDay2
スタートアップでは「プロダクトを作る前に顧客を見つける」ことが不可欠。その顧客を見つけるためにプロトタイピン

グを実施し、顧客の真のニーズ（課題解決）を見つける。
目的

外部環境が大きく変わる中、たくさんのビジネスチャンスが生まれる。変化に気づき、捉え、自らのアイデアやビジネ

スと繋げてアクションに変えていくための、マインドとスキルを身につける。
目的

ビジネスモデルとビジネスプランDay3
ビジネスモデルの選択を間違えると、いつまでも事業が成長せず自転車操業になる。ビジネスモデルを検証し、投資

回収で事業が成長するビジネスプランを描く。
目的

社会変革とビジネスチャンスDay1 開催日

自分の出口を考えるきっかけになり、考え方も勉強になった。競合他社がどう

やって利益を出しているかを調べようと思う。スタートアップとスモールビジネ

スの違いから自分の現状課題が明確になった。自分が今何をするべきなの

か、気づくきっかけになった。学びを深めた上でのグループセッション、みなさ

んの質疑応答でさらに深まった。

感想

・

成果

ペルソナの書き方がわった。自分の甘い部分を見つめなおすことができた。

会社の規模やサイズにより、作られる商品や生まれるサービス、また会社の

雰囲気までもが変わってくるという言葉はしみじみした。社会的インパクトの

立て方にも色 あ々るということ、また、新しい市場を開拓していく上で競合他

社はどこになるのか改めて考えることができた。

感想

・

成果

収益形態を見直す良い機会になった。事業を成長させ続け、利益を出し続け

ること。今の時期に関しても、もっと収益性について細かく見直さないといけ

ないと感じた。しっかりと収益性を確保する事の重要性と、ユニットエコノミ

クスを事業開始後いつ頃達成するべきか事例や一般的な例を聞く事ができ

非常に参考になった。

感想

・

成果

自分と皆さんで1分ピッチのフィードバックをし合え、なかなかそのような機会

がないので貴重な機会だった。自分やチームのメンバー以外の視点から客

観的に意見をいただけることが非常に有意義だった。当事者だからこそ気づ

かなかった視点を指摘して頂けた。ピッチの中で、わからない言葉が出てくる

と思考がストップしてしまう。全ての人に伝わる言葉選びの難しさと大切さを

感じた。

感想

・

成果

2020/10/14水19:00～21:00

開催日 2020/10/21水 19:00～21:00

開催日 2020/10/28水19:00～21:00

開催日 2020/11/11水 19:00～21:00

10月17日(土) 10:00-11:00

10月24日(土) 10:00-11:00

10月31日(土) 16:00-17:00

11月14日(土) 10:00-11:00
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スタートアップ・セミナー  （ 第2 期） 相 談 会・コミュニティ（F a c e b o o kグル ープ）

第1期
2020年

第2期
2020年

開催日



展 示 会

中間デモデイ

12/9(水)NAGOYA MIRAI INNOVATORS中間デモデイを開催しました。
第一部では、NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.の進捗報告をし、参加中の女性起業家
によるピッチのあと、NAGOYA MIRAI INNOVATORSのSUPPORT MEMBERS（サポート
メンバーズ）とのメンタリングを実施しました。
NAGOYA MIRAI INNOVATORS中間報告会第一部終了後に、NAGOYA WOMEN STARTUP 
LAB.参加者で交流会を開催しました。今年度のセミナーは全てオンライン開催でしたの
で、一堂に会するのは今回がはじめてでした。
プログラムナビケーターの白木氏、中島氏を囲んで、参加者同士の近況報告を交えた交流
会を開催しました。

2/15(月)NAGOYA MIRAI INNOVATORSファイナルデモデイを開催しました。第一部に
おいて、NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.から9名がピッチを行いました。オンライン
Live配信での開催となりましたが、新規事業創出、事業創造に興味のある方、起業、ス
タートアップに興味のある方などにご視聴いただきました。

7月からスタートしたプログラムでしたが、はじまった当初はビジネスモデルのアイディア段
階の方もいました。ゼロから事業計画をつくり、セミナーやグループ相談、個別相談の伴走
支援を受けることにより、ブラッシュアップされ、商品サンプルやサービスのテスト段階ま
で進み、リリース間近のプロダクトがいくつも出来上がりました。

報 告 会

11月16日(月)から12月11日(金)に、オンライン上で開催された「メッセナゴ
ヤ2020オンライン」に、NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.の参加者5名
が出展しました。今年はコロナ禍の開催ということでオンラインのみの開催
となり、それぞれ3分間程度の動画を撮影しオンラインページ上から閲覧で
きるようにしました。動画撮影のため、事業PRのためのスライド作成やPR
文章を考えたりする中で、自身の事業をさらにブラッシュアップする機会と
なりました。

2月3日(水)から5日(金)の3日間、東京ビッグサイトで開催された「第91回東
京インターナショナル・ギフト・ショー」の名古屋市「なごやみらい企業創出
プロジェクト」のブースに、NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.の参加者4
名が出展しました。東京都、愛知県においては緊急事態宣言中での開催
だったため現地で対応できたのは2組でしたが、コロナ禍の新たな対応とし
てGift Netという展示会のオンラインスペースが設置され、オンライン上での
出展も試みました。

名古屋市「なごやみらい企業創出プロジェクト」として、東京と名古屋の2つの展示会にブース出展しました。NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.に参加し

ている6名が、それぞれの展示会に出展しました。出展者の中には、展示会に出展したことをきっかけに、新規取引先との出会いがあったり、新商品のマー

ケティングリサーチの場となったりと、事業拡大の好機となりました。

展示会出展

「なごやみらい企業創出プロジェクト」として、NAGOYA ICT INNOVATION LAB.とNAGOYA WOMEN STARTUP LAB.の合同で、報告会を2回開催しま

した。SUPPORT MEMBERSからはフィードバックをいただきました。

報告会

メッセナゴヤ2020オンライン

第91回東京インターナショナル・ギフト・ショー
2021/2/3水 ～2/5金

2020/11/16月 ～12/11金

・初めてリアルに皆さんとお会いできて、とても嬉しく、学びの多い会になりました！
リアルってとても大切だと思いました。メンターの方々の意見もしっかり聞くことが
でき、自分に不足していること、軸をしっかり持つことの重要さをさらに考えでばな
らないことがわかりました。

・オンラインで何でもできると人は言うけれども、たしかに、間違いなく対面で会う
良さや安心感はあると思いました。これからの時代、ITで越えられない部分を人が
見つけていくことも一つのビジネスヒントになると思いました。

・色々な事業をしているメンバーが集まっていて、とてもいい刺激を貰えました！知ら
ない分野の話が聞けることが本当に学びとアイデアに繋がるので嬉しいです。

参加者の声

・色々な分野の方々のお話を聞けることで必ず何かの気付きやヒントがあって、やはり
常にアンテナを張ることが大切だと感じました。

・皆さんと、たくさんお話しや情報交換ができて有意義な時間でした。ピッチでも皆さ
んの事業内容が中間デモデイから進化していて、とても良い刺激を受けました。

・人前でプレゼンすることは今後どんどん増えると思うので、3分ピッチは練習の良い
機会となったと思います。

・人に聞いてもらうために自分自身の事業もよりわかりやすくシンプルにブラッシュアッ
プできました。他の人の事業概要などを聞いてとても参考になりました。

参加者の声

ファイナルデモデイ

2020/12/9水 13:30～17:00

2021/2/15月 13:00～16:30

辻本奈 ／々一般社団法人日本手作りコスメ協会

　手作りコスメ講座・肌育講座・手作りコスメキット

徳田恵里／miraif

　お金に関する講座やサービスの内容

早崎知代／epicy

　栄養カスタマイズスープを利用した健康経営サービス

溝渕史乃／フィトレメディ

　スキンケア

元田愛実／KIZCLUE合同会社

　新しい価値創りへ繋がるニーズと技術のマッチング体験、技術
紹介記事の作成・掲載

田中江里華／フーディアリスト

　アイスクリーム

溝渕史乃／フィトレメディ

　スキンケア

辻本奈 ／々一般社団法人日本手作りコスメ協会

　手作りコスメ講座・肌育講座・手作りコスメキット

早崎知代／epicy

　自分に必要な栄養をカスタマイズできるパーソナライズド仕様
のスープ

・メディア関係からの取材申し込みがあった。大学との産学連携の
話ができた。

・情報交換をしながら協力しあえる会社が見つかった。アンケート
調査から大体の市場状況がつかめた。

出展者の声

・卸希望や監修の依頼を受けたり、大手小売の方 と々話す機会がも
て、現在のマーケット傾向がキャッチアップできた。

・お客様から直接感想が聞けたので、ブランドコンセプトや価格帯
設定、ターゲット設定のブラッシュアップができた。

出展者の声
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出展者：

出展者：

動画撮影の様子 ▼

写真：JellyWare撮影

写真：JellyWare撮影



オープンセミナー

なごやみらい企業創出プロジェクト

Open seminar

オープンセミナー

コロナの影響下での白木さんの経営者としての動きの一端をお聞きできたのは、とても貴重な経験

だった。景気がいいとき、不景気なときの両方に耐えられるビジネスという言葉が印象に残りった。

コロナの影響で、自分の身の回りや、近い範囲のものや人を大切にするビジネスが今後加速していく

という気づきを得た。

社会の変革は、
大きなビジネスチャンス

社会が大きく変わる中で、様々なビジネスが次々 と生まれようとしている。変化を補うソリューション、

これまでにない価値の創造、新しい概念や手法・・・。いま起業家は何を見て何を考え、そしてどんな

行動を起こそうとしているのか。エシカル文化を広げ「ジュエリーブランド HASUNA Founder＆CEO

白木夏子さん」をゲストでお迎えし、起業家だからこそ見える視点や捉え方などを共有しました。

6/10
10:00-12:00

水

参加者の声

白木夏子
SHIRAKI Natsuko

起業家／ジュエリーブランド

HASUNA Founder&CEO

東京、世界で活躍する起業家たちをお招きして、女性が生み出すビジネスの視点やスタートアップとして事業成長していくためのヒントを具体例を交えながらお話いただきました。

guest

新しい視点を得られた。変わることと変わらないことを上手に組み合わせて回していこうと思った。

本質は変わらないが常識は変わるという言葉にドキッとした。アリの目、鳥の目、魚の目、コウモリ

の目。さまざまな目でみて、判断をして行きたいと思う。異業種の方とのブレークアウトも刺激になっ

た。仕事やお金に関しての常識が自分が思っていたよりも根深いところにあると感じた。

参加者の声

これからはじまる、
共感で繋がる新しい市場の形

コロナ禍による「新しい生活様式」は、私たちのライフスタイルを大きく変化しようとしている。

様々な価値観が変化する中、モノの価値、消費スタイルなど様々な環境も大きな変革の時期を迎

えている。今注目されている「共感資本社会」。これは、共感という貨幣に換算できない価値を大

切に育み、それを資本にして活動していける社会のこと。ここで培われる「幸福さ」を追求する社会

を目指す事業を展開する株式会社eumoの新井和宏さんをゲストでお迎えし、これからはじまる新

しい市場について、みなさんと一緒に考えました。

6/17
10:00-12:00

水

新井和宏
ARAI Kazuhiro

株式会社eumo 代表取締役

guest

オンラインセミナーで必要な機器、アプリなど詳細を教えてくださり大変参考になった。自分自身の

事業へ活用するヒントも頂けたのでとても満足です。オンラインレッスンの成功のための3つのポイ

ントが分かりやすく大変印象的であった。このコロナ禍で、研修業界は大打撃のなか、ピンチをチャ

ンスにすぐ変えられた平田さんの行動力に大変感銘を受け刺激となった。

参加者の声

自分のオンライン講座を創るために
忘れてはいけない３つのエッセンス

場所を確保して人を集める集合講座から、オンラインを活用した学び場への転換が拡がっている。

見様見真似でオンライン講座を始めることはできても、参加者に満足いただく価値ある講義へは

どうすれば良いのか......そんな不安を払拭し、次世代へ向けた”教えるプロ”としてのポジションを築

くための知識を学びツールの紹介や実際にツールの使い方を体験しました。

7/8
10:00-12:00

水

平田幸一
HIRATA Koichi

一般社団法人日本オンライン

講師アカデミー 代表理事

guest

「リーマンショック後の経済がどん底の時にはじめたのでその時に売れたらあとは伸びるしかない」

と聞いて、コロナで今後数年の経済状況が不安定な時に起業することが不安でしたが前向きに考え

られるようになった。かなりリアルな声が聞け、失敗についても聞けたことはとても勇気になった。今

現在、起業家としてバリバリ活動されている方も、簡単にここまでこられた訳ではなく沢山の失敗も

乗り越えてこられたことに気づきました。

シリアルアントレプレナー(連続起業家)に聞く、
起業家としてのキャリアとスケールアップ

シリアルアントレプレナー(連続起業家)というキャリアの形が注目されている昨今。ドレスシェアの

ビジネスを展開する株式会社C’zの経営をする傍らで、BPOを事業として展開する株式会社アドタ

グを起業・経営する淺場さんをゲストにお迎えし、起業への姿勢、複数の事業を同時に経営する

実践的なお話を伺いました。質疑応答では具体的な体験談や経験から得た学びなども惜しみなく

共有していただきました。

9/2
19:00-21:00

水

参加者の声

淺場理早子
ASABA Risako

C’z 代表取締役

株式会社アドタグ 代表取締役

guest

プログラム・ナビゲーター

中島康滋（サスティナブル・ストーリー株式会社 代表取締役）

白木夏子（ジュエリーブランド HASUNA Founder＆CEO）

当日の流れ

・情報提供 ・ゲストトーク ・ディスカッション ・参加者交流

・NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.のご案内

参加条件、受講環境など

受講環境：オンライン（ZOOMを使用）

参加費：無料

定員：30名（女性起業家を優先受付とし、一般の方の参加も可能）

対象：起業家または準備中の方、起業に関心がある方

D2Cビジネスと
サスティナビリティ

昨今、米NY、西海岸を中心にD2C(Direct to consumer)ビジネスが注目されている。D2Cビジネス

とは、自社で企画・製造した商品を、小売業者を通さずお客様へ直接ECにて販売をするビジネス

のことで、マーケティングメソッドを導入することでスケールを目指すという特徴がある。また、サス

ティナビリティ(持続可能性)が欠かせない要素の一つでもある。日本でのD2Cビジネスの先駆者

で、bean to barチョコレートの草分けでもあるゲストからブランドへのこだわりや、D2Cのビジネス

モデル、サスティナビリティに関してお話を伺いました。

9/9
19:00-21:00

水

ビジネスインパクトとソーシャルインパクトの両立という言葉が印象的だった。

創業から現在まで6年間、どのようにビジネスを拡大させてきたのかが具体的

に知れて非常に参考になった。自分の足で農園をまわられたとのこと熱意が

大切と思った。接触時間が長いとファンになる浸透度は高い、これからの時

代は質の良いものを作ること、という言葉が印象に残った。

参加者の声

山下貴嗣
YAMASHITA Takatsugu

Minimal -Bean to Bar 

Chocolate- 代表

株式会社βace　代表取締役

guest

各回共通
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▶ Information   https://peraichi.com/landing_pages/view/hanosoudan

研 究 会プログラム参 加 者 紹 介

石原 りか子

第1期

ISHIHARA Rikako

インタビュー NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.に参加し、

個別伴走支援をしてきたた10名にインタビューしました。

個人事業主▶新規事業

北野 梢 KITANO Kozue

プラスマッチ

第2期

リカトレーディングビューロー合同会社

大野 緑
ONO Midori

桑田 里絵
KUWATA Rie

CC&Associates

辻本 奈々
TSUJIMOTO Nana

一般社団法人日本手作りコスメ協会

デワルト イレーネ
Irene DEWALD

タレント

徳田 恵里
TOKUDA Eri

miraif

新美 友紀子
NIIMI Yukiko

ナデシコ留学（株式会社ナデシコ）

濱田 綾野
HAMADA Ayano

ah flowers

早崎 知代
HAYASAKI Tomoyo

epicy

日比野 友香子
HIBINO Yukako

encourage

船渡 由季美
FUNATO Yukimi

Yukimi baking salon

溝渕 史乃
MIZOBUCHI Shino

フィトレメディ

山口 ゆき
YAMAGUCHI Yuki

DAISIES

小川 実花
OGAWA Mika

オンラインを主軸とした幼児教育

北野 梢
KITANO Kozue

プラスマッチ

國枝 那奈子
KUNIEDA Nanako

倉橋 和世
KURAHASHI Kazuyo

株式会社キャリエラ

酒井 笑美
SAKAI Emi

ナチュラルデイズ

白上 昌子
SHIRAKAMI Masako

くらしクリエイト

田中 江里華
TANAKA Erika

フーディアリスト

坪内 佐耶佳
TSUBOUCHI Sayaka

marshmallowヒューマンサポート

堂原 有美
DOHARA Yumi

WTOC「教室から世界一周！」プロジェクト

元田 愛実
MOTODA Manami

KIZCLUE合同会社

山田 有佑理
YAMADA Ayuri

食養生スタイリスト

（13名） （15名）

いつかは起業したいと長年にわたり思っていましたが、自分ひとりではなかなかアイディアが広がら

ず、一歩前進というところまで至りませんでした。どういった事業で起業するかについて長年ぼんや

りしていましたが、子どもの成長過程にも合わせ、自分自身の働き方も変えてみたいなと思っていま

した。その頃にこのプログラムの存在を知りこれを機にビジネスモデルを確立させようと思いプログ

ラムに参加しました。

研究会に参加した当時はどんな状況でしたか？

起業準備▶新規事業

小川 みか OGAWA Mika

オンラインを主軸とした幼児教育

提供するサービスとしては学びの黄金期の子どもたちを対象とし、統計データな

どの科学的根拠に基づいて組み立てられたアクティビティーを実施します。その

ためオンラインだけでなくオフラインでも実施していくため、それを実現するため

の協力者探しです。

また、多くの方に利用していただけるようサービスの正式なローンチに向け着 と々

準備していきます。オンライン上での幼児教育はより多くの課題があります。その

課題をクリアにしていくことや、私の目指す方向性に共感し、協力していただける

先生方も見つける必要があります。わたし自身が理想とする先生をどのように探

してくるかも課題だと思っています。その他、より具体的なプロモーションのアプ

ローチをこれから詰めていきたいと思っています。

今後の展開は？
同じ女性で強い思いをもってスタートアップに取り組んでいる人たちと一緒に参

加できたことで刺激を受けました。個別相談で白木さんや中島さんから具体的な

アドバイスをいただけたことでクリアになりました。もともと教育の分野で社会貢

献できるビジネスを生み出したいと思っていたことと、わたし自身がIT関連の仕

事に長年携わってきたこともあり、EdTech分野に関連するサービスを提供したい

と思っていました。セミナーに参加した仲間や白木さんのフィードバックから、オ

ンラインの幼児教育にフォーカスすることができました。

12月の中間報告会のときにメンターからアドバイスされ、名古屋市商工会議所の

創業支援サポートを利用しています。中小企業診断士の方へ相談する機会をい

ただき、わたしのアイディアを伝え、成功率の高いビジネスにしていくためにはど

うしたらいいか、価格はどのように設定したらいいのかなど相談にのっていただ

いています。

現在は、サービスを提供するために少しずつテスト運営を進めています。子どもた

ちに良質な教育を提供したいと考えていて、カリキュラムを整えながら、オンライ

ンで提供できる仕組みをつくっています。

影響を受けたプログラムは？
プログラム期間中に起きた変化は？

訪問歯科の歯科衛生士として働きつつ、個人事業で結婚相談所を開業して2年が経過したた頃でし

た。職業柄か友人や知人から「いい歯医者知らない？」「矯正ってどんな感じ？だいじょうぶ？」な

ど歯の悩みを聞かれることが多く、訪問先の患者様のご家族からも同じような質問をされたことが

重なり、これってなにか事業にできないかな？と思っていました。結婚相談所の仕事の方も大きくし

たいという思いもあり、起業支援を探していたときに、ちょうど、NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.

があることを知り応募しました。

研究会に参加した当時はどんな状況でしたか？

いまはもう一度ニーズ調査からはじめたいと思っています。まずは、困っている患

者さんや歯の相談をしたいと思っている方へ困っている内容を聞き、ニーズの洗

い出をしようと思います。それらを分析して解決策の提案を歯医者さんにできな

いかなと思っています。具体的には、かんたんなホームページを立ち上げて、アン

ケート調査ができる入り口を開こうと考えています。アンケートの内容をみて、も

う少し深く聞きたい方にはヒアリングもさせていただき、ニーズの掘り起こしをし

てみようと思います。まだ歯医者さんも気づいていない新しい商品やサービスの

提案をして、歯医者さんたちと一緒に、歯で困っている方たちの手助けができた

らいいなと思っています。

今後の展開は？

4回のセミナーはどれも刺激的で強烈でした。特に3回目の「ビジネスモデルとビ

ジネスプラン」のレクチャーでは、ビジネスモデルってそうやって考えるだと初めて

知ることばかりでした。どの部分を強く意識してビジネスモデルを考えるのか、採

算性も考慮しないといつまでたっても利益の上がらないビジネスになってしまう

ことがわかりました。やりたいと思ったビジネスをただやるだけではダメだと気づ

きました。いっしょに参加しているみなさんの1分ピッチもとても刺激を受けまし

た。自分の思いをただダラダラと話すのではなく、1分にギュッと凝縮させて話す

というのは難しかったけど、とてもいい勉強になりました。中間報告会で1分ピッ

チをしたあと、メンターの方からは「本当にそれって実現可能ですか？」「そのビ

ジネスモデルの採算性は？」との問いかけられたのが自分にとっては良かったで

す。なんとなくこのままのビジネスモデルでは立ち行かないかもという思いもあっ

たので、考え直すいいきっかけになりました。当初は、歯の相談についてビジネス

にしようと思っていたので、どこに行けばいいのか困っている患者さんと集客した

い歯医者さんをつなぐビジネスを模索していたのですが、いざ進めてみたら、法

律の関係で医療機関の紹介はしてはいけないということがわかりました。このま

までは考えていたビジネスが成立しない！と思ったときに、困っている患者さんの

困っている内容をもう少し掘り下げてみようと思うようになりました。

影響を受けたプログラムは？
プログラム期間中に起きた変化は？

第1期より継続受講

辻本 奈々

新美 友紀子

早崎 知代

日比野 友香子
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▶ Information   Instagram @purplespoon_ice   https://www.instagram.com/purplespoon_ice/ 
                           世界の多様な食生活をサポート「フーディアリスト」 https://company.foodealist.com/

▶ Information   教室から世界一周！ http://wtoc-edu.com/
▶ Information   一般社団法人日本手作りコスメ協会   https://www.j-hca.com/

▶ Information    Instagram @irenedewald   https://www.instagram.com/irenedewald/

インタビュー

田中 江里華 TANAKA Erika 

フーディアリスト

タレント活動を通じ、地域に貢献したいという漠然とした思いがありました。地元の良さを知りそれ
をこれまでとは違ったカタチで発信していくことができないかなと模索していました。ぼんやりと方
向性は浮かんでいましたが、具体的にどんなカタチで事業にしていくかはわかっていなかったので、
このプログラムに申込みました。

研究会に参加した当時はどんな状況でしたか？

個人事業主▶新規事業

法人設立▶新規事業

NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.に参加し、個別伴走支援をしてきたた10名にインタビューしました。

辻本 奈々 TSUJIMOTO Nana 

一般社団法人日本手作りコスメ協会

デワルト イレーネ Irene DEWALD

タレント

堂原 有美 DOHARA Yumi

WTOC「教室から世界一周！」プロジェクト

最初はいまやっている仕事とはちょっと切り離して事業を考えていましたが、やっ
ぱり自分の強みを生かすのは大事なことなんだと気づきました。12月の中間報告
会のときに鵜飼先生から「ショーケースになりなさい」という言葉をいただいてす
ごく印象に残っています。ぐっときました。あなた自身が地域を楽しんでいるとう
ことをもっと発信していきなさいとアドバイスをいただき、いろんな媒体で発信を
はじめています。意識して発信したことで、わたしを通して地元のものを発信して
ほしいという依頼も増えてきました。いまは個人のHPも作成中です。「イレーネと
いえば地元」というイメージを定着させていきたいなと思っています。もっと人に
話して、もっと人を巻き込むが今年のテーマです。ぜひ地元のみなさん、海外か
ら帰ってきたみなさん、これから海外行きたいと思っているみなさん、つながって
いきましょう！

今後の展開は？

プログラムを通して印象に残ったことは、自分がいままでやってこなかったことで
これから大事だと思ったのは、講座の中でも白木さんとの相談でも何度も言われ
たターゲットを明確にするということとペルソナをすごく細かく書くということで
した。これまでのわたしの仕事は、老若男女できるだけどの世代の人にも共感す
るように意識してきました。絞っていくということがわたしにとってはすごく新しい
考え方で、やっていくうちに楽しくなってきてこういうのって面白いなという気づき
がありました。白木さんからも事例で教えてもらいながら、そうか絞り込んでいる
からかと納得することがあり、目からウロコでした。
海外に滞在歴のある方を対象に、「日本」や「ふるさと」に関する意識調査をした
ところ、300名以上の方が答えてくれました。わたしが地域に興味を持ったのは、
海外に出たときに日本のことをすごく聞かれた経験があったのがきっかけだった
んですけど、これって他にも同じように感じている人がいるんじゃないかと思い、
数字でみたいなとアンケートをしました。もうちょっと読み込んでいきたいと思い
ます。はじめは地産地消を意識して事業を考えていました。自分の地域でどんな
ものが採れていてどんなものを作っていて、日々の買い物でもっともっと意識して
地元のものを選んでいけたらいいなと言う思いがあって、量り売りショップを考え
ていました。わたしのような子育てをしている世代とか、ちょっと日常に意識を向
け始めた若めの世代に向けて地産地消をアピールしていけないかと考えている
うちに、なんかすごく行き詰まってしまって。ペルソナを何人かつくってみて、少

し視点を変えて、過去自分が通ってきた道も合わせて、つくってみようかなと思う
ようになりました。いまは、海外に接点を持つ人と地域とのつながりをどう接点を
もっていくか、ということに興味を持つようになってきたので、これから海外に行
く人や海外から帰ってきて日本で暮らす人でつくってみようと思います。

影響を受けたプログラムは？
プログラム期間中に起きた変化は？

（新商品開発）

個人事業主▶法人設立
（2021年春頃予定）

手作りコスメの市場をどう広げていこうか、手作りコスメ需要をどう掘り起こしたいか、手作りコスメに興
味がある人たちをどうしたら当協会へ引っ張ってこれるかと考えていた頃でした。具体的なアイディアは浮
かんでいませんでした。

研究会に参加した当時はどんな状況でしたか？

最近のトレンドとして、オーガニック志向の男性も増えてきているので、子ども向
け手作りキットが軌道にのりはじめたら、男性向けやLGBTQ向けにパッケージや
内容を変えて展開できないかと考えています。また、協会で取り扱う素材にも
オーガニックやフェアトレードのものを取り入れたり、日本製の精油や東海地域
の地産地消の原料を取り扱うなど、商品の幅を広げていきたいと思っています。
たとえば東栄町は大手海外コスメブランドが原料として使っているセリサイトの
産地です。原料を採掘しているところを見たり触れたりできるツアーと手作りキッ
トを使ったワークショップをあわせて開催するなど体験型のイベントも企画して
行ければなと思っています。自分がふだん身につけている化粧品がどんなところ
で作られてどんなものなのかを知って、手作りキットをきっかけに原料や生産者
にも関心をもっていただけるような場がつくれたら面白いなと思います。

今後の展開は？

スタートアップ・セミナーの学びで、市場を小さくとらえず、「手作りコスメ」じゃな
くて「手作り」「化粧品」ととらえることが新商品にたどり着くきっかけになりまし
た。手作りコスメとはかけ離れた人たちに対してどう知ってもらおうかと考えたと
きに、ちょうど自粛期間中に子どもたちがやたらと作りたがっていたことを思い出
しました。手作りキットがあれば、子どもたちでも気軽に作れるんじゃないかと思
いつきました。「メイキングトイ」という市場があることを知り伸びてきていること
も知りました。子どもたちは手作りが好き、キッズコスメも伸びてきている、この
両方を掛け合わせるとおもしろいなぁ、商品化したいなぁという思いが湧いてき
た。そこで、つながりのあるお母さんたち110人ぐらいに、化粧品を簡単に作れる
キットがあったら作らせる？作らせない？と聞いてみたら反応が良くて。扱ってい
る素材が天然が中心だったら作らせたい。子どもだけじゃなくてわたしも作りた
いという反応が返ってきました。これはいけるかもと手応えを感じて、伴走支援を
受けるための選抜面談のときに手作りキットについてプレゼンしました。
コロナ禍の影響で、想定していた容器が手に入らないなどのトラブルもありまし
たが、なんとか容器も準備でき、手作りキットのクラファンの準備にはいれそうで
す。中身の準備はほぼ整ってきたので、これからパッケージのディテール調整や
中に入れる仕様書、クラファンページの作成に取り掛かり3～4月にかけて、クラ
ファンを実施し、手作りキットを先行発売する予定です。しばらくはコロナ禍の影

響もありおうち時間を楽しむ需要も増えると思うので、GWや夏休みなどにはぜ
ひ手作りキットでおうち時間を楽しんでいただけたらと思います。

影響を受けたプログラムは？
プログラム期間中に起きた変化は？

仲間とともにビーガンアイスをつくろうという話は決まっていました。でも、ターゲットやビジネスモ
デル、商品設計、目指す組織のカタチなどはモヤッとした状態でした。プログラムに参加すること
で、具体的なアドバイスをいただき、事業をブラッシュアップしたいと思い受講を決めました。

研究会に参加した当時はどんな状況でしたか？

今年の春、できれば3月中にはクラウドファンディングをスタートさせたいと思っ
ています。5月以降にリターンとしてビーガンアイスを届けられるよう準備を進めて
いきます。今はクラファンに載せるための応援メッセージを集めています。継続的
に売れる仕組みづくりをしていきたいと思っているので、ぜひなさん応援をよろし
くおねがいします。フーディアリストのビーガンアイス「Purple Spoon」をぜひ体
験してみてください。Instagramでアイスのアカウントをフォローお願いします！

今後の展開は？

スタートアップ・セミナーで影響を受けたのは、1回目の起業家としてのマインドや
組織の規模のお話でした。スタートアップという言葉から何十億を調達して事業
を大きく展開して事業売却！みたいな派手派手しいスタートアップもある中で、わ
たしたちが目指している事業は、商品を提供することで社会貢献をしていると自
信を持って言えるぐらいの売上がちゃんとあり、かつ存在感もあってサスティナブ
ルな組織なのだと、わたしたちが目指す組織のイメージが湧いたことがとても参
考になりました。受講当初はビジネスアイディアがぼんやりしていたと思います。
ターゲットやペルソナのことを考えてはいたけど、いろんな要素を入れ込み過ぎて
いたと気づきました。このプログラムを通じて取捨選択ができるようになり、白木
さんからのフィードバックや参加者からの率直な意見をもらえたことで、必要なこ
とと必要じゃないことを客観的に捉え考えることが出来るようになったと思いま
す。それから、ギフト・ショーに出展するという機会をいただけたことは、とてもあ
りがたかったです。2月のギフト・ショーをひとつの目標と掲げることで、モチベー
ションもキープできました。準備のために仲間とともにアイスの試作を何度も繰り
返し、最終的に5種類の味に絞り込こみました。ブランド名や商品パッケージデ
ザインなど、参加者のみなさんからの意見も参考にしながら最終的な案にたどり
つきました。白木さんや中島さんとの個別相談では、自分だけだと気づけなかっ

た検討要素に気づくことが出来ました。当初は通販で売っていこうと思っていまし
たが、それ以外の販売ルートもあるんじゃないか？という問いかけをいただき、視
野が広がりました。「お客様に届ける」までを最終目的とするのではなく「お客様
に届けて、食べてもらう」までを目的とするなら、ビーガン専門店の店頭に置いた
り、ビーガンを好むレストランへ卸したりと、別の視点から販売先の可能性に気づ
くことができました。

影響を受けたプログラムは？
プログラム期間中に起きた変化は？

これまでは補助金やクラウドファンディングなどによる資金で、学校の授業時間に外国人や外国と
交流できる授業を提供していました。授業を受けていただいた先生や子どもたちからの反応もよく、
やっていく中で手応えも感じていましたが、事業として継続的に続けていくには資金が必要になって
くると感じていました。マネタイズのこともしっかり考えていきたいと思っていた頃にこのプログラム
を受講しました。

研究会に参加した当時はどんな状況でしたか？

加した生徒たちが、社会的なアクションを起こしたい！と思ってもらえるようお手
伝いをし、「社会を変える若者を育てる教育事業～第2のグレタさんを日本から
誕生させる！」ような役割も果たしていきたいです。わたし自身が世界一周27ヵ国
を巡って感じたのは、世界中のがんばっている大人たちの声を届ければ、日本に
いる子どもたちももう少し変わっていくんじゃないかということでした。がんばっ
てる大人の声を子どもたちに届けたい、広めていきたいと思います。海外との交
流を通じて、子どもたちが多様性を知ることで、社会的なアクションを起こしても
いいと思えるような子どもたちがもっともっと増えていってほしいと思っていま
す。さらに、これまでの「教室から世界一周！」事業でつながってきた外国人の先
生や海外で活動している日本人の大人たちのなかには、海外での暮らしや海外
での仕事について、日本の子どもや大人たちに伝えたい、教えたいと思っている
人もたくさんいることがわかりました。子どもたちだけでなく、日本の企業で働く
大人たちにとっても、海外の暮らしや仕事の話を通じての学びや、われわれのリ
ソースを使うことで良い変容が起きる可能性は多 あ々ると感じています。まずは、
「教室から世界一周！」プロジェクトの取り組みを小中高校に広げていき、ゆくゆ
くは、企業や親、個人にも広げていきたいと思っています。

スタートアップ・セミナーを通じて、事業をしていく上での「志」とはなにかを教え
ていただいたように思います。事業を組み立てる上で、市場を俯瞰して見ること
や、市場の規模感を捉えることが大事だということもこのプログラムを通じて学び
ました。といってもわたしの事業における市場や規模感がなんなのかわからない
ので、いろんな人に話を聞くようになりました。実際に会社を経営している経営
者や一般社団やNPO法人の方へ組織経営のことを、とりあえず聞こう！そうじゃ
ないと何も進んでいかないからというマインドにかわっていきました。12月の中間
報告会でいろんな専門家の方にわたしの事業を聞いていただく機会がありまし
た。マネタイズのことを相談したところ、どの方からも事業の「強み」について聞か
れました。わたしの事業の強みってなんだろう？オンリーワンの部分は？いまのビ
ジョンに足りないところは？このあたりをより意識して新しい事業を開発し、今後
の”売り”にしていきたいと思うようになりました。

影響を受けたプログラムは？
プログラム期間中に起きた変化は？

個人事業主▶法人設立
（2021年春頃予定）

いままでは外国との交流ということで、会話したり情報交換したり学習機会の提
供を主にしてきましたが、今後はさらに一歩踏み込んで、この交流をきっかけに参

今後の展開は？
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▶ Information   女性のためのお金を学ぶ場miraifHP  https://miraif2020.com/ ▶ Information   -Epicy-世界中の人が毎日楽しく幸せに過ごすためのお手伝い  https://www.epicy.net/

▶ Information   女の子のための海外留学サイト「ナデシコ留学」  https://nadeshikoryugaku.com/

インタビュー

個人事業主▶新規事業

徳田 恵里 TOKUDA Eri

miraif

スタートアップ・セミナーが7月にスタートしましたが、その頃はコロナ禍で周りがオンラインに切り

替え始めたところだったと思います。わたしも営業に行こうと思っていた時期でしたが、外出自粛の

影響もあり営業活動はできず、SNSの集客にも困っていました。これまでの講座を開催してお客様

を呼ぶという事業展開に行き詰まりを感じていましたた。オンラインなど新しい展開を模索してい

た頃だったと思います。

研究会に参加した当時はどんな状況でしたか？

既存の家計簿アプリとの連携サービスの構築と家計簿を使う人たちのコミュニ

ティづくりを展開していきたいと思っています。すでに家計簿アプリは多くありま

すが、分類の仕方や付け方がぐちゃぐちゃで、家計簿としての機能を活かせてい

る人が少ないように感じます。家計簿アプリを活かせるための連携サービスを作

り、入力の仕方や家計簿アプリの使いこなし方をサービス提供したいと考えてい

ます。アイディアを形にしサービスをいっしょに開発してくれるような方 と々つなが

り、事業を大きく展開していきたいと思っています。

今後の展開は？

セミナーを受講したことで、そもそものスタートアップの考え方を初めて知りまし

た。事業のあり方の根本を初めて教えてもらった感じでした。自分がつくったサー

ビスを誰かに買い取ってもらうという発想はこれまで考えたこともなかったです。

サブスクリプションの考え方なども教えていただき、事業のあり方や組み立て方

が変わりました。これまでモノを売って儲けるとか、誰かに教えて収入を得ると

いう方法は知っていたけど、プログラムに参加したことで、自分の事業をサブスク

化するにはどうしたらいいのかとか、どうしたら落とし込めるかなどを考えるよう

になりました。スタートアップなんて私には場違いだと思った時もありましたが、

イマドキってそういう考え方をするんだと、新しい考え方が入ったことで、なんとな

く家計簿アプリをつくりたいなと思っていたところが、もっともっとアプリ開発を

視野に入れた展開を真剣に考えるようになりました。プログラム期間中にはアプ

リ開発まではまだまだ遠くて至りませんでしたが、これまでのアナログな講座を

オンライン化する方法として、昨年11月ホームページ開設をしました。HPの中に

オンライン動画レッスンを取り入れようと思えたことも、サブスクがヒントなって

ます。自分がその場にいなくても収益が得られる仕組みを作ろうと思いました。

漠然とこういう事業をやってますとPRするためだけのHPじゃなくて、戦略的な

HPになるようにSEO対策も考慮しながら制作しています。ブログやSNSなどの情

影響を受けたプログラムは？
プログラム期間中に起きた変化は？

法人設立▶新規事業

NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.に参加し、個別伴走支援をしてきたた10名にインタビューしました。

新美 友紀子 NIIMI Yukiko 

ナデシコ留学（株式会社ナデシコ）

早崎 知代 HAYASAKI Tomoyo 

epicy

報発信の際も、どんな言葉を使いどんなキーワードを狙って書けば、自分が届け

たい人たちに届く情報になるか考えながら書いています。オンラインで開催したメッ

セナゴヤ2020オンラインに出展するにあたり撮影した動画も、HP制作に役立っ

ています。どんな人に見てもらいたい動画なのか、どんな手順で伝えたらわかり

やすいかなど、動画シナリオを作ったことも良い経験となりました。

コロナ禍がいつまで続くのだろう？という不安がありました。留学業なのでコロナ禍はまさにクリ
ティカルヒットな業界です。通常の事業が止まるのは目に見えていました。経営が難しくなるという
心配もありましたが、これを契機ととらえ、新しい学びの時間とし、コロナ禍で事業が停滞したで終
わらせるのではなく、コロナ禍が落ち着いた頃に、より事業が進歩したと言えるような状態をつくり
たいと思っていました。何年後かには留学のニーズが戻るという確信はあったので、学びながら事
業のブラッシュアップができる機会を探していました。

研究会に参加した当時はどんな状況でしたか？

学生たちには、留学を機にキャリアを考えたりリーダーシップを身につけてほしい
という思いがあります。が、学生たちは目の前の進学や就職のことで頭がいっぱ
いでその先のキャリアまで目が向けられないのが現状です。女性は特にライフイ
ベントが多いので、キャリアプランニングという意識をもち、留学をきっかけに留
学先の女性たちの生き方や社会のあり方などから学び、女の子たちがこれから生
きていく上でのキャリアのサポートをしていきたいと思っています。まだ日本には
とくに若年層の女性に特化してキャリアコンサルティングができる留学エージェ
ントは少ないと思います。まずは日本でのキャリアコンサルティングを勉強し、海
外のキャリアコンサルティングの考え方もなぞり、留学を経験した女の子たちが、
将来、海外でキャリアを立てていくのか、日本でキャリアを立てていくのかなどの
相談にものれるようにしていきたいと思っています。

今後の展開は？

事業をはじめて5年ぐらい経過していました。どこを目指そうどの規模を目指そう
など、なにも考えないで突き進んできました。事業規模を大きくしたらどうなるか
やスタートアップとはなんたるかなどは詳しく知らない状態でした。スタートアッ
プ・セミナー初日に、スタートアップとは何たるかやマインドの話をしていただきま
した。自分がいなくてもそのビジネスが回っていくビジネスモデルの考え方が印
象的でした。これまでにビジネスを大きくしたい＝（イコール）儲けたい、社会的
地位を確立したいという話は聞いたことがあったけど、このビジネスを残したい
社会を良くしたい、という自然な思いでビジネスを組み立てていくという発想が
衝撃的でした。また、競合他社マッピングを作る上で、他者がどのようなスタイ
ルで、どう投資家にアピールしてきたのかなどを調べていくうちに、「規模が大き
くなっていく」ということは「細部に行き渡らなくなる」かもしれないとなど、大き
くすることへのデメリットにも気づきました。スタートアップ事業が生み出せる業
種であることがわかったことも衝撃だったし、その可能性がある上で、知らなくて
選べなかったのと、知っていて選ばなかったのとは全然違う。ここが大きな学び
でした。期間中に、留学市場の様子をみようとアンケート調査とオンラインイベ
ントを開催しました。学生の成長も考え、学生でボランティアチームをつくり、ア
ンケートを作って配布してもらいました。イベントでは、高校留学をした学生さん

のリアルトークや30代の女性のカナダでの仕事の仕方などをお話ししました。
わたしは1期と2期両方に参加しましたが、1期と2期ではやりたいことが少し違っ
てきました。白木さんからのフィードバックに出てきた言葉がきっかけで、1期のと
きよりもより、キャリアとかリーダーシップに重きをおくようになりました。

影響を受けたプログラムは？
プログラム期間中に起きた変化は？

昨年度に引き続きNAGOYA WOMEN STARTUP LAB.へは2回目の参加でした。昨年の参加でな

んとなくいろんなものが見えてはきてはいたけど、具体的にどうしたらいいのかがまだわかっていま

せんでした。自分発信で事業をやっていくためにはどうしたらいいのか？というところで止まっていま

した。これまでは企業からの委託やイベント関係のしごとが中心だったため、コロナ禍によりほぼ

ゼロになってしまいました。だれかからオファーがきて引き受ける仕事ではなく、自分発信で事業を

組み　立てていきたいと思っていました。昨年の学びから、B2Bにはいろいろな段階があると気づ

きました。わたしの場合は、B2Cを経由してB2Bに展開していったほうがやりやすそうだなと感じ、

道筋を変えようと思っていました。

研究会に参加した当時はどんな状況でしたか？

朝時間を有意義にして気持ちの良い1日をスタートしようというコンセプトで朝に

必要な栄養が手軽に摂れる朝ごはん専用のスープを30-40代女性を中心に販売

していきたいと思っています。朝のヘルシースープ体験を通じて、体調が整った

り、充実した1日を過ごせる事を実感してもらい、希望者にはより健康的な生活を

パーソナライズ支援するブランドの立ち上げも予定しています。今後はクラウド

ファンディングも考えており、早ければ3-4月に着手し、ネットで販売できる準備

を進めていきます。

今後の展開は？

スタートアップ・セミナーの中で、2回目ということもありより頭に入ってきたのは

「スタートアップとスモールビジネスの違い」でした。わたしの中には「商売は赤

字になってはいけない」という感覚がありましたが、それはスモールビジネスの考

え方だということに気づきました。スタートアップの考え方では、最初に資金を投

入して、はじめは赤字でもぐんと伸びていくというスタイル。必ずしも赤字がいけ

ないことではないと気づきました。KPIなどの目的達成指標も利益だけじゃなく、

ユーザー数や販売件数などを指標としてもいいんだとマインドが変わっていきま

した。スープ事業は、3、4年前からずっとやりたいと思っていた事業でした。当時

も起業支援を受けていましたが、スープをつくるにあたって、規模感が大きくなり

すぎて、スープを作り続ける「スープ屋さん」になってしまうかも、やるからにはも

のすごい覚悟を決めて挑まないとできないな、それはちょっとしんどいなとも思っ

ていました。伴走支援を受けるための選抜面談のときに、どうプレゼンしようと悩

んでいたら、そういえばスープやりたかったなわたしとふと思い出しました。事業

を一から組み立て直すなら、自分がほしいものつくったほうがいいんじゃない

か、やってて楽しいことで事業を組み立ててみようと思ったとき、スープ事業をも

う一度やってみようかなと思いました。面談のための資料づくりで、コンセプトや

ペルソナを考えていたら、スープ事業で書き始めたら、うまくはまってすんなりつく

れたんです。また、メッセナゴヤに出展したり食事診断のためのテストマーケティ

ングを行いました。1日3食の食事の写真を送ってもらい、食事診断をしてアドバ

イスをするというものですが、これだと、食事診断をして面白いねで終わってしま

い次の展開に進みにくいなと感じました。今は、スープ事業に注力し、レシピ開発

をしたり、製造工場の委託先や原材料探しなどをやっています。

影響を受けたプログラムは？
プログラム期間中に起きた変化は？

個人事業主▶法人設立
（2021年春頃予定）
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▶ Information   PHYTO REMEDY（フィトレメディ）-植物の力で女性のウェルネスをサポート-   https://phytoremedy.jp/

溝渕 史乃 MIZOBUCHI Sino 

フィトレメディ

4月から予約販売ができるよう、これから最終的な仕上げ、ブランドサイトの作り
込みや定期購入の仕組み作りを進めていきます。ブランド名は「MANARI」と言
いますがそこで大切にしているコンセプトは、今までの学びと経験の集大成のも
のですし、プロダクトはすごく素材もよくて思いを込めてつくられていますので、
発信も強化していきたいと思っています。新製品の情報はホームページで更新し
ていきますので、ぜひご覧ください。

今後の展開は？

薬用植物の持つ力を広めたいと思い、植物療法のセミナーを定期的に行っていました。また、我が

子のアトピーを軽減させたビワの葉エキスに感銘を受け、ビワの葉のもつ鎮静力を広めたいと思

い、スキンケアの試作品を自分で行っていました。レシピまではできていましたが、製造レベルに落

とし込むことやブランドコンセプト、デザインなどは全く手つかず。昨年度にひきつづき、学びと事業

展開を深めるために、今年度も受講しました。

研究会に参加した当時はどんな状況でしたか？

伴走支援の中で、「作品ではなく商品にすること」というアドバイスを中島さんに

受け、はっとさせられました。国産、有機栽培、生産者の顔の見えるものづくり、

サスティナブルな容器など、素材にこだわりすぎて、気がつけば原価が高騰し頭

を抱えることに。そこから本当に自分がモノづくりにおいて大切なものの優先順

位をつけました。最終的には一切妥協することなく、納得のいくものができまし

た。また、最初から思っていたのは、日本のエシカルジュエリーの第１人者でもあ

り、セレクトショップも運営され目の肥えていらっしゃるHASUNAの白木さんがお

世辞でなく心から「これいい！ほしい！」と言っていただけるものに仕上げるいうこ

と。ですので、ここぞという時に試作品を試していただいたり、ブランド名やパッ

ケージのイメージを白木さんに見ていただき、方向性を定めていきました。最終

的に「眉間にぬると翌朝ふっくらする」など効果も実感いただき、また「生まれて

くる赤ちゃんにも使いたい」と言ってもらえたことがすごく励みになりました。

さらに今回は東京ギフトショーにも出展。締め切りができたことで、パッケージも

製品作りもスピーディーに進めることができ、来場者の方々には「仕事とは関係

ないけど、使いたい」と言ってくれた方々が現れ、改めて商品に自信をもてまし

た。コロナ禍ということで、来場者は通常よりも少なかったのですが、POPUPの

影響を受けたプログラムは？
プログラム期間中に起きた変化は？

個人事業主▶新規事業
（新商品開発）

お誘いやクラウドファンディングをお勧めされ、次の展開も見えてきて有意義な

機会となりました。
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NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.（女性スタートアップ研究会）事務局
サスティナブル・ストーリー株式会社
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統 計 データ

・当初考えていたことから、やや路線を変更することになりました。そしてそれに向けてより具体的に人的ネットワークを広げることができました。

・ペルソナ策定や、競合の設定、原価設定について意見を頂くことができ、精度を上げる事が出来た。

・自分の方向性が定まって、コンセプトが決まったこと。また自分のお客様がどんな方なのかをしっかり定めることができた。

・セミナーでビジネスプランを思いつき、伴走支援で作りこんでいます。ビジネスブランは仕上がってきたので、あとはそれを具体的に形にしていきます。

NAGOYA WOMEN STARTUP LAB.へ参加した24名を対象にアンケートをとり、23名から回答を得ました。

参加前はビジネスプランの完成度が5割以下と答えた者が23名(100%)であったが、参加後はビジネスプランの完成度が5割以下と答えた者は12名

(52.1%)にとどまり、11名(47.8%) が6-9割までビジネスプランが完成したと答えた。

参加者の声

・化粧品原料の生産地とコラボして、手作りコスメで地域の魅力を発信するビジネスプランも作成しました。まずは、キットのクラウドファンディングで
コラボしていく予定です。
・スタートアップというビジネスモデルを知って、その上で改めて自分の目指すところを考えられたことは、知らないままでビジネスをしているのに比べて
今後違いが出るところだと思いました。実際に億の投資でスタートアップをしている友人に連絡をとって、スタートアップの良し悪しを聞き、ビジネスなん
たるかを深く考えました。
・オンライン説明会を開催し、その様子を動画撮影することとなり、ウェビナー紹介会社とのご縁ができました。来年早々にはウェビナーをアップする予
定です。
・いろんな人にビジネスプランを話し、フィードバックをいただきました。食のプログラムを仲間と共に作ることが決まりました！

スタートアップの基礎については、20名(87%)が「スタートアップに必要なマインドを理解した」にポイントした。全4回の講座では、スタートアップとして起

業するための考え方の土台や心構えなどを伝えており、参加者にそれらを効果的に働きかけることができた。

2021年2月末時点で、法人登記を予定している者が4名いた。アンケートへの回答にもあるように、スタートアップ・ラボ参加期間中に「ビジネスパート

ナーを見つけた」者が6名、「チームを結成した」者が2名いた。事業を個人だけで遂行するのではなく、仲間やパートナーと共に複数人で取り組むことに

より、今後の発展が期待できる。

参加者の声

参加前後の変化と期間中取り組んだこと

2020年7月～12月に取り組んだこと・得た成果
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中島 康滋 NAKASHIMA Koji 

サスティナブル・ストーリー株式会社 代表取締役

愛知県名古屋市生まれ。幼少より音楽や絵画に熱中し、田畑で遊んで育つ。 18歳で上京し起業。ベン
チャー企業からNPOまで、およそ20社の創業、30社の経営で100を越える事業を創出する。地球一周
を旅し、ソーシャルベンチャーに事業をシフト。その後、自らが体験したような環境で子育てがしたいと
思うようになり、また、東海圏のスタートアップ企業とイノベーションの創出を支援するため、25年間の
東京生活を卒業し帰郷。「感性でイノベーションを共創する」をテーマに、ベンチャーやソーシャルを問
わず、起業家育成や事業開発など共創事業を通じた活動を行っている。

白木 夏子 SHIRAKI Natsuko 

起業家。ジュエリーブランドHASUNA Founder&CEO。

愛知県一宮市で育つ。英ロンドン大学卒業後、国際機関、投資ファンドを経て2009年4月に株式会社
HASUNAを設立。 ジュエリーブランドHASUNAでは、ペルー、パキスタン、ルワンダほか世界約10カ国
の宝石鉱山労働者や職人とともにジュエリーを制作し、エシカルなものづくりを実践。日本におけるエシ
カル消費文化の普及につとめている。
日経ウーマン・オブ・ザ・イヤー2011キャリアクリエイト部門受賞。 2013年には世界経済フォーラム(ダ
ボス会議)にGlobal Shaperとして参加。2014年には内閣府「選択する未来」委員会委員を務め、
Forbes誌「未来を創る日本の女性10人」に選ばれるなど多方面で活躍。
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